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華北地域の農村社会経済を分析するにあたって「集市」と呼ばれる農剃
‐
市場が重要な意

味を持つことは、これまでにも多く指摘されてきた。山東地区の差坤l集市とそれをめぐる

社会構造について、古典的な研究を行った楊慶埜 (C.K.ヤ ン)は、集市とそこにおける交

易の持つ意味を次のように位置付けている。

「在城鎮中,維持着交換剤1織的是鋪子。但是在農村裏,雖内 IU中有農家零星的須F貨店 ,

而其中心的交換組織,却是隔天進行一次的市集。農民生産了東西之後,如想出売的話 ,

大半都拿到市集来売 ;如需要買東西的時候,也大半」二市集来買。市集賞是農村経済的流

出和流人的中′い。」
(1)

さらに、集市の分析によって、「様々な規模の社会経済単位 lJの関係を剰針キしている交

換組織の発展形態を知ることができ、また集市にて販売されている商:i出の分析によって、

地域社会がいかに外的 1吐界からのりt給 と補助によって成り立っているかを見ることができ

る」(2)と 述べている。

集市研究の重要性は、その衡 。W.ス キナーの研究によっても、多くの研究者の認めると

ころとなったが、(3)同氏の主たる論点である社会の基層11釘立としての市場圏という意味

に止まらず、職業分化、人々の生業形態、1｀辞風伝達、認識の広がり、生活のリズム等、農

村社会におけるさまざまな0晰niにおいて重要なりと点を提供している。

西山武一は一九四一年の山東省益欄り:t11111堡の調査から、だリト職業に従11し ている人々

のうち、だ1村集 :lfに 依イ′して

`11活

する人々がいかに多いかを111摘 している。同地は、Jiと

して山菓 (桃、梨、杏、クルミ、千柿、楽、山ざし等)を扱う市の立つ山東省中湘Sの鉄道

沿線の市鎮であるが、その農地は「とても村民全部の生活を支持するに足らず、漸くその

半数を養う程度である」(4)ために「村民の生活の他の一半の支柱は五里堡の集市である 」

(5)と 言われる状況であった。調査されたゴllL堡前街の百戸のうちノ直げ1は農業に何ら か

の形で従事しているが、そのほとんどが市に係わる仕事にも同時に携わっている。

具体的には販子が二六戸、店を持つもの二四戸、推車二〇戸、その他の雑業がニノげ下、出

稼ぎ及び兵役が十四戸で、これに農業従事者を加えると延べ二〇八戸となり、各戸のЧ41句

労働力数は判らないものの、一戸平均二種以上の仕事に従事していることになる。 町阪子

フアンズ」とは、この地域では主に山菓を買い取って、「推11的トゥィチャーダ」を雇い、県城や 停

車場の問屋へ卸す仕事を指し、販子の他に「大1阪子夕_ファンス」や「倒販子タォファンス」と呼ばれ

るものもある (「倒販子」とは、市で買った山菓を「大販子」に転売し、鞘を稼ぐものを

指す)。 また、ここで雑業といわれているものは、ほとんどが「短エドゥノンコン」を指し、こ
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の他に行商、「担水的タンシュイダ」、 町∫子チュゥス」 (オ斗理人)、 「拾糞シ_フェン」 (路上の牛 糞

馬糞を肥料として拾い集める仕事)、 「去核桃皮チュィフ_夕だい」 (ク ルミの殻取り)等が 含

まれる。「拾糞」や「去核桃皮」は特に、この地域の最
~下

層の農民にとって欠くことので

きない副業であった(6)。 このように、同地域では農家のほとんど力V可らかの形で、他 の

農外職業に従事していたわけであるが、そのうち出稼ぎ (東北地域での工場労働者八、及

び兵役五を除くほとんどが、集市と何らかの関わりを持つものである。特に、上記の「販

子」のなかの分業化などは、過剰人口を一定の技術力 (交通手段等)の下で消化するため

の一種の「商業的インボリューション」ともいえ、その受け皿として「伝統的な」市が大

きな役割を果たしていたと考えられるのである。

このように、農村内部での職業構成、職業分化を考えるうえでも、.集市は重要な意味を

持っていたと言えるのであるが、収入等の経済的な面でも、重要な位置を占めていたこと

は、西山武一の次の記述によく現れている。

「右の農外職業一一三のうち、販子及酬 Sヽ合計四六は全く集市に依存する職業であ

る。又開店二四戸のうち、旅店及び飯鋪、

"簡

甘言げ炉 も集市に依存するものであること

は明瞭である。その他の店舗も収入の大剖り)を集市に集まる近郊農民の購買力に依存じ

ていることは推察に難くない。夕Jえば某雑貨店の主人の言
ら
によれば、平日には三、四円

の売上げがあり、集市の日には少なくとも八円、十円、多い時は五、六十円の売上げが

あると言うことである。而も一月のうちに十二回の市目があるのである。」(7)

西山氏はその経済的i■要性を「総括して五:L堡前街の生活は一半を農耕に、他の一半を

集市に仰いでいると言うべく」
(8)と

述べている。もちろんゴ理ll堡は集市鎮であったこと

も、その比重を高める大きな要因ではあったが、楊慶菫も轟
°
うように、当時華北地域では

平野部では二.五キロから五キロlLH内 にどこかに集市鎮力Vr~7F:し、5日 に一度定期的な市

が開かれるのが一般的 (9)であった状況下では、集市釘1以外の村落でも購買あるいは販売

において集市が重要な意味を持っていたことは十分It察される。71野1堡の山果市の例では、

十キロ程離れたところから農民力ヽ 11果を運んで売りにやって来るという(1° )。

集市が農村生活において持っている多l肛i的な意味については、文中において適宜触れて

ゆくこととするが、ここでは農民が日常的に接していた集市の情景、農民の市との関わり

方に関する記述を幾つ力紹介し、その後、今陛紀初頭からの市に関わる幾つかの変動とそ

の要因を探ってみたい。

1集市の描写

集市の情景については、戦前の日本人による調査資料を含め、県誌等にも数々の記述が

見られるが、ここで山東省の調査資料の中から市に関する記述を幾つか挙げてみる。
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(1))山 菓市 (益都県五里堡)

からは夜を
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(2))一般集市 (雛平県)

上記の山菓市は特定品目に牛打Lし た、どちらかというと特殊な集市であるが、一般の集

市に見られるIII:目 を雛平県の例で見ると以下のようになる (14)。 まず、二五キロ以内の

地域から入ってきたものでは次のようなもの力Ⅵ奪げられる。

食料lII::糧食・野菜・米窯・Al_i・ 豚肉・点心・掛麺・鶏・卵

日用:鴨 :壷灯・木器・柳条や桑条の器具・土布・靴・衣類・蚊香車

宗教用品 :香・燭

生産用具 :家畜 0野菜の種・木材・鉄器

また、二五キロから7iOキ ロの地域から1場
71家

橋の酒、章疇の車席、周本Jムの靴下、帯F、

筆、墨や印刷物等が力||わ り、FiOキ ロから一五〇キロの範囲では、済南の工業品、博山の

ガラス製品、石炭、石灰、JJtの土布、臨名の陶器、蒙陰・£千水の葉タバコ・刻みタバコ、

沙頭や北堤子の鐵 (tな どがある。また一五〇キロよりさらに遠いところからは、青島・上

海のマッチ、紙巻煙草、洋紗、洋布、文房具や機械製:鴨、日本製の結i糸布、鉄器、華南清

化の竹器、曲阜の薦、青・場・羊角溝硼  (1、 安徽や湖7二の茶葉、江蘇の錫箔等が挙げられ

ている。これ。らの品目を見ると、農民の商品経済とのつながりの一端が窺えるが、しかし

全ての市にこれらの商品力渤iっ ているわけではなく、市の規模によって異なり(15)、 農民

は単一の集市とのみではなく、一■賞に複数の集市と関わりを持っている。農民の市との関

わりについては楊慶埜は次のように述べている。

「小清河北八11:的中南νЧ荘,西南四荘,東南μЧ荘等11:子 IIボ 11食則往花il孝集,II須ほI則往

田鎮集,……如顔家集付近的荘子辮較稀少rt重的雑11,111往城関懸 いりJ家集,但洲 lL口

時則往呉荘及辛梁鎮。」(16)

また、農民が市へ向かう様子は一ノLTi五イ11水野薫によって行われた膠県張耀itの調査に

次のように描かれている。

「張耀 it曲 S落民に最も多く利用さるるは馬店集である。馬店|た ノL支里にして最も遠き

もかく利用さるは部落人にして物資の集散多く、売月1にも購入にも有利であり、店舎薔の

数も最も多きが故である……中略……次に四月八日 (||り評二月六日)の馬店集に於ける

筆者の見聞実況を述べよう。

張耀屯より当日集に行きたるものは、約四〇名にしてその七割は多少の品物を肩に、

天枠棒に、或はの聴馬の脊に乗せて之を集に運び、売月Iし て葛詮 に換へ、或はその現金

を以て他の物品を求めんとするものである。……中略……当日部落民の帰途購入して携

え来りたるものには、野菜 (渡萩菜、葱)、 煙草、靴、燐寸、溶石の類にして、中には

穀物を求めたものもある。」
(17)

彼等は午前八時頃出発し、一日鋼聞半程で馬店に到着し、約一日割聞位をT卜 の交易に費やし、

―-61-



食事を取らずに十二時前後には帰宅するという。この市は華北の一般的な例よりも交易時

はlが遅く、午前十時頃にピークを迎え、十二時頃に終′U、する。(18)また、村民力もn化す

るためにTIFに持ってゆくものは以下のようなものである。

鶏 卵 (一人一〇個 内外 )…二人    杷 梨ミ(二個 )…一人

土布 (二～三反位)…・一人

天秤棒 (五本)…一人

高梁本l二 (一人一荷宛)‥・二人

穀物…約二〇人

このうち、穀物とあるのは、大豆・ガヽ麦・高梁・粟などで、一人→ ～ヽ三升ないし一斗

位を袋に入れ、肩にかけて市に赴く。市では九割りが男性で、女性はわずか一∵研i捜、村

から市に出掛けてゆく農民もほとんど男性である。当日この15店集では、約二千人の人出

があった。また、市が農民にとって物品を交換するだけの場ではなく、「看熱棚ヵンルフーナガ」

と呼ばれるような、気晴らしや娯楽の場としても重要な意味を持っていたことも度 指々摘

されている。

「集に出づるものには、物品の売買以外に、単に雑踏見物を楽しみに来る遊び人も少な

からずあるようである。集に行くものの習慣として、携帯の物:鴨無き場合といえども、

必ず袋か或は籠を脇に抱える。J(19)

この他、張耀屯では上記の馬店集以外に王殊、官路という常設の店舗を持たない比較的

小規模の市とも関わりがあるが、これら三つの集市との関わりで村民の夕賠ドとの交易はほ

ぼ完結する。また、ごく村に回ってくる行商から購入するケースもあるが、それはごく限

られた品目に限定されるもので、主要な形態ではない。村にやってくる行商には次のよう

なものがある。

土布及び更沙売り・油 (石油・豆油) 鍛冶屋・鋸碗匠・ガヽ間物屋。(20)

こうした可「 とだ豊民との関わりはいつ頃から,形成され、それはどのように変化してきたの

であろうか。それは、市の分布の密度によってある程度測ることができる。なぜなら、地

域の需要がなければ、市は設立されないし、また存続できないからである。しかし、山東

における市の分布状況を‖打 をヽ通じて助イilけ ることは、当面の筆者の力を越え、また小論

の及′ぶところではない。そこで、断り1・的ではあるが、今 |り:紀に入ってからの農村と市との

かかわりとその変容を、次に見てゆきたい。

2市の変容

筆者は、一九八四年山東を訪れた際、済南の近郊で四九年以前の調査や県誌等にみられ

る市の交易地点で、現在も集市交易が続けられているのを知ることが出来た。{21)し かも、

村民の証言によれば、「祖父の祖父の代から一度も途切れることなく、定期的に市が,日 か

リ・
士
冗

―-62-一



れていた」とのことである。文葺粛押の一時期市力驚言小されたこともあったが、ごく一時j切

を除いて集市交易は継続されていた。しかし、このことは市をとりまく環境が、半陛紀以

上の間、一定して変わらなかったことを意味するものではない。ここでは、今世紀初頭の

山東における鉄道の敷設と、その後の新

“

物の導人 (葉煙草栽耳f)と のかかわりに1に点を

あて、市の変化についていくらか述べることとする。

(1)膠済鉄道の敷設と農村集市

山東省においては、主として明末清初以降、商品経済の発展とともに集市数が増加し、
(22)そ れらを結ぶ地域間交易も海運などの発達とともに、盛んになっていた。このように

いわゆる「伝統的」構造が一つのピークを迎えつつあった時j切に、(23)鉄
道敷設は行われ

たといえる。そして、集市交易についてみれば、楊慶壼やスキナーも指摘しているように、

鉄道敷設少なからぬ変化を与えつつも、全体としてはその交易を衰えさせる方向ではなく、

数の_Lでも頻度の上でも活発化させる方向に働いたといわれている。(24)

鉄道によってもたらされた変化を表すものを幾つ力喘奪げてみたい。まず、第一は商品化

の進展に関わるものである。

「一九〇四年の膠済線、一九〇六年の平漢線、一九一二年の津浦線の完成以来、貨幣経

済は急速に前進していった。近代的交通の線にそったこの地方に於いては、以前には農

民たちは自分自身で作った綿から自らの手でもって自分たちの布地を紡ぎ且つ織るのが

常であった。然るに、一九一三年頃には彼等は,1″卜から輸入された糸から織りはじめ、

あまつさえ輸入された布地が流行になったのである。

農民たちは灯火用の食物油を得るには自分たちの作物を一』1も離れたところにある小

さな油房にもって行って油と交換するか、或は自分自身で作った油のとれる有ri物から搾

油してもらうために、誰かに雇われるな どちらかの手段をえら′も習慣であった。だが

1913年頃には、彼等は油を得るには現金を支ヤ1繁)ねばならなくなった。其上ミヽ 可の植

物油は迅速に輸入せられたケロシンにとってかわられたのである。」(25)

もちろん、これは一つの象徴的な変化であって、すべての農家の状況を表すものではな

いかもしれないが、主として一ノL~α 11代の鉄道沿線で見られた状況の一端を、洋布嘲 J。

火用油等の具体的な事例をとりあげて記述したものとして興味深い。ここではこれまで現

金を介さずに、或は自給によってまかなわれていたものが、鉄道敷設以後新たに商品経済

に組みこまれてゆく様子が描かれている。

また、先にとりあげた益都県から約五キロ西にある、杜家荘という山村型集落での調査

にも以下のような一文がJLら れる。

「本村が今日に於いても、各農家の経済が大体において自給自足的性格を持ちながら、
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而も尚一方に相当量の貨幣を獲得しないでは、農家の経済循環を完 了し得ない事実であ

る。之れに依って、低廉なる農家の日用:キムが急速に県城及び村の集市に進出して来て、

農家の生活部面は、一方的に貨単倒ヒし、農民の貨単嗣鮨:要求は促進された。相1布、石油

111等は、その中でも最も著しいものである。小l° の古老の話では、本利
°
にても三、μЦ Iハ年

前 (一九一〇年前後を指す一―引用者注)迄は、棉花を自ら作って、自家Jllの相1花、欄|

布は自給していたとの事である。之が安い洋布の侵人後、全く他絵的|1薄人ポ:と化した()

マッチが入り、一般化したのも、矢張りここ三、四十年来の事である。」(26)

これも、マッチや洋布といったRI品が生活物資として鉄道敷設後に積決 してきた様 iFが

当時の村の古老により回想されており、貴重な記述である。これらはいずれも超 it的な分

析ではないが、一九一五年の外務省『通商報告』に、青島からの輸入品日の主なものとし

て、綿糸 0棉布・マッチ・砂糖・煙草・石油等が挙げられていることからも、こういった

日用雑貨が沿線農村に対し消費面からの変化を与えていたことが裏付けられる。(27)

二番目に挙げられるのは、商人や山東省全体の物資のノiれの変化に関するものである。

山東では鉄道敷設に先itつ、一九71八年の芝撃開港以来、それまで発達していた内陸部の

商業欄怖IJ即共の商業資本が漸次芝翠へ移動し、これに黄りl卜 按県の資本が合流して、郵U:t

から芝撃に至る新たな商業ルートカ1川けるという変化を経過していた。(28)し かし _八九

八年青島が開港され、続いて膠済鉄道が敷設されると、一時芝軍と結びつきを強めていた

県の商業資本がT手び膠州青島へと移動し、約四十句1:U栄えていた芝栗が、にわかに不況

に追いやられることとなった。さらに一九一二年に河哺竹鉄道力ヽり‖通し、山東省西部が南北

に結ばれると、これまで元代以降の繁栄を見せていた南北の大運河に関わる商業資本と、

民船運輸が決定的なlJ撃を受lム、(29)山東全体の浙i通構造が新たなTI節許茂を迫られること

となったのである。これは次のように言われている。

「更に一九一二年独英シンジケートの経営になる河喘打鉄道の開通を見るや、従来青島及

び山東鉄道の影響を受けざりし山東の西端とJ賊品、即ち運河と黄河の浙i域はiliび青島と

連続するに至った。この鉄道は、本省内に於いては徳州・平原・萬城・済南・泰安・曲

JI`・ 奄州・郷・膝 OJ尋・車料[等を連結し、西剖,11東 を縦断しているので、何よりも先ず

平野地帯を渤海に注ぐ諾}llJJIIに 群る小商業資本並に小運輸資本は、7節けJ鍛の諸都邑と

共に、この新しき大動脈を通じて山東鉄道に連繁するに至った。又この勢力と反比例し

て、元191以来南北交通の要道たる大運7可に群る商業資本と、民船運輸資本は、凋落の過

程を辿るに 至ったことは、既に知らるるが如くである。」(30)

こうして、山東は青島を基点に、TニクJ」 をなす鉄道を||しいとして、網の日のように発達

した地方商業資本ないし零細な運輸資本 (一輪車 。駆馬・原訓)等)が、何らかの形で連繁

するという新たな構造を迎えた。
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こういった商人の移動ないしは変化によって、集市交易にも変化が見られた。例えば鉄

道沿線地区では、市の交易地点が鉄道駅に近い地点へ移動したり、また鉄道駅周辺で定期

市が常設市鎮となったり、といった変化である。

具体的な例としては、先に挙げた済南近郊の∫ユ邸県で、かつて東関・南関・西関・北関
と四つの定j切市を有していた章邸県城カツ

`緒

三三年 (一九〇七年)の段階では鉄道より北

約十五キロの地′点にあるが(31)(地
図参照)、 その後鉄道駅のあるかつての明水鎮に移動

し、旧章月;県城は統恵と呼ばれる一市鎮地となったことなどである。また、移動後の章邸

県城は旧来の市日に大集力1,日 かれる以タト、ほ1群手日市が立つようになっている。(32)

`昨

|ガ
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このように市の分布や、日用品等の消費物資から農村経済に影響を与えた鉄道敷設であ

ったが、農民の生活及び経済に直接大きな変化をもたらしたものとしては、鉄道敷設に伴

って進行した、。新作物の導入が挙げられるべきであろう。

(2)葉煙草栽培の普及と農村集市

山東省膠済線沿線では、英米 トラストによって一九一〇年代に持ち込まれた、葉煙草栽

培がその後急速に発展し、鉄道沿線の東西百二十キロ、北側約二十キロ、南側約四十キロ

を範μHとする大PI地を形成するに至った・が(33)、 この鶯 11れ脚ギ子の普及もまただutと 市と

の関わりに変化を与えた。

まず、葉煙草栽培導入後、農民が貨幣経済とのつながりを急速 に強め、葉煙草栽培期に

は、自家用穀物をも市に購入に来る農民が存在したことは、天野元之助によっても指摘さ

れているところである。(34)ま た、葉煙草は収買期の十月～十二月に鉄道駅周辺の収買場

で、農民からの直接IIいイil° けがなされるが、この収買場力沸7たな交易場として吸り1カ をキキ

つようになったのである。例として先の I'山東省膠済沼‐)線地方農村
°
の一研究【」のもう一つ

の調査地であった益都県小田家荘の11例を挙げてみたい。

「小田家荘から益都姑迄約二〇支里 (約 十キローーリ1用者注)、 現在はトラックの通過

可能な道路が出来ている。村と村外の経済的関係では、勿論、益都靖が最も重要であっ

て、益都県城との関係は比1交的少ない。煙草の販売、搬出、その他必要物資、石炭、豆

餅、 日用品等、の購入は多くゴ軌tの mJ°で行われる。」(35)

これは、葉煙草栽培農刺であった小田家荘が、葉煙草栽培導入以後、翻 |(でもあり、

収買所もある益都靖との関わりを強めている様子を表すものである。勢駿E草の販売を契 Uj

に、葉煙草生2置 に必:要な石炭 (乾燥用燃料として)や人豆粕 (月畔斗)の‖1「人の以タトに、他

の物品の購人も収買,フ子のj爾正地へと移行しているようすは以下の一文にも見られる。

「現在までのところ、煙草の販売は悉く益都ムLにある業肛草1枚 :動 ,7で販売される。石炭

大豆粕も又益都靖に在る商人から購入する。食糧は矢張り車理iの糧り甚iで購入することが

多い。極僅かに、県城東関又は孟家燎に立つ集市で行れ、食糧に余裕ある農家で之を販

売する場合は多く集市で行われる。共他農民の日用ハ|:は集市で求めることが多い力寸(殊

なものは車姑がその供給地である。」(36)

こうして、新作物を通じてその収買所およ   |(との関わりが深まると、旧来関わり

の深かった、集市や県城との経済的なつながりが徐々に薄れてゆく働旬が見られる。

「そして本村の経済は、孟家燻の集市とII蜆iと の間においてその大半の関係を終るので

あって、煙草に依って経済が変動する以前に深い関係があったと言われる、県城 。東関

及び他の寿光県や益都県下の他村等との関係は今日は殆ど意味を失って来つつあるので
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ある。」(37)

このような変化は、花行などによる庭夕り販売などが発達した栢冒ととは状況を異にするも
のであるが、鉄道を契l刷として広がった作物の市にもたらした影響としては興味深い。最
後にここで、煙草の収買場周辺に他のRI店や露店が集まり、あたかも新しい市力り形成され
たかのような様本‖を呈していることを示した一文を紹介したい。

「十月以後、各所終商、都紛紛地到達裏来設場収買。於是
`酬

J二融 uレ「り形成了一個熱
h目的市場.旗拝上瓢動清各煙公司的商標旗,紅的、緑的、自的、黒的、長的、方的、五
色織紛的黙足好看.道傍l倅満了国脚寺商店,東|)1磁器,東 7口と視1,東洋・……破裂的留声機
的声音,吸引了無数郷下人,有幾個還顕出驚訂的表購来。」(38)

ここに物を買いに来た農民は、一つものを買うのに少なくとも3～4回は値を|‖ !き、あち
らの店やこちらの店を何度も行ったり来たりして、最後に相互がそれぞれ一歩づつ譲歩し
てようやく売買が,成 立する、とある。(39)

以上、農村経済におけるIL要なファクターである|lfに ltt点 をあてて、―た一ο～
=o4foこ

かけ
ての山東農村経済の変化の一端を考察した。市に限lする記述は的り1的なものが多く、全体
像を系統的に知|る ことは難しいが、幾つかの調査報告等から得られる像をつなぎあわせる
ことによって、当時の農村集市とそれに関わる農村社会経済の変容が、幾らが月らかにな
ったのではないかと考える。
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(1)中国郷村建設学会『郷村建設』第 14期掲載。楊慶埜L「市集現象所表現的農村自

白足問題」 (一)市集現象典農村自給自足局面之関係。

(2)同上。

(3)GoWilliam Skinner,施 咸etJng and sOCIaI Sι ructure in ruraI働 」na,Ass∝ ia―

tion for Asian Studies,Inc.1973.

(4)、 (5)北京大学附設農村経済研究所『 山東の一集市鎮の社会的構造』 (1941年 11

月)執筆者 :西山武一 P9。

(6)同上書 P16。

(7) 〃 P15。

(8) 〃 P16.

(9)楊慶埜前掲論文 (三)市集的種類及其活動範囲。

(10)西山武一上掲書、PH。

(11)益都の西南約60キ ロの地。石英や石灰石、石炭等、工破石を産出し、膠済鉄道の支

線も伸びている。ガラスエ芸等も有名。

(12)同前書 P9。

(13)西山武一同上書PH。

(14)以下は天野元之助『中国農業の地域的展開』一九七九年龍渓書舎P228。 資料の出

所は前掲の場慶盪論文。

(15)G.W.ス キナーはこれを
'小

市場・原基市場・中間市場に分類し、楊慶主は基本集と補

助集という分類を用いている。

(16)楊慶菫前掲論文 (一)市集現象典農村自給自足局面之関係。

(17)、 (18)南満洲鉄道株式会社経済調査会『山東省一農村 (張耀屯)に於ける社会・

経済事情』執筆者 :水野薫1935P65。

(19)、 (20)同上書、P66。

(21)山東省、済南東郊章郵県内の集市 (歩村、文祖、普集、棗園等)。

(22)山根幸夫「明清時代華北における定期市」『史論』第八集、東京女子大学P495。

(23)G.WoSkinner前掲書 P8、 P83～85。

(24)C.KoYang,l ЮPrff crfIM ttAL ttRIEr g"Nttyolnternational Secretariat

INSTITUTE OF PACIFIC RELAT10NS,1944.P6.

(25)陳輸笙『産業資本と支那農民』水田博訳、東亜叢書、生活社版1940、 P14。

(26)北京大学附設農村経済研究所『山東省膠済沿線地方農村の一研究一一益都県杜家荘
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小田家荘調査』執筆者 :渡辺兵力1942、 P16。

(27)外務省『通商報告』第217号、P761～766。

(28)、 (29)南満洲鉄道株式会社経済調査会『山東省経済調査資料』第一輯1935年 P2。

以下の記述も基本的に同書による。

(30)同上書 P5。

(31)『章邸縣郷土志』市鎮、光緒33年。民国57年台北、成文出版社。
(32)1%4年間き取 りによる。'84年段階で章邸県城では、大集が (409)の 日取 りで開か

れ、2万人規模の市が立つとぃぅ。またほぼ毎日市は開かれる。
(33)興亜院青島出張所『事変前に於ける山東葉煙草事情』執筆者 :島村明房1942、 P5

～6。

(34)天野元之助前掲書、 P229。 氏は「棉花・煙草 0落下生産地の農家が、ほとんど皆
その食糧を自給せず、東北あるいは内蒙古自治区の食糧 (ア ヮ)な どが鉄道や船舶
で山東市場に送り込まれていた事実を、私は忘れることができない。」と記述して
いる。が、葉煙草に関しては状況は若干特殊で、棉花のように作付け面積の8割 り
9割 りを商品作物が占めるというモノカルチャー的栽培というものではなく、葉煙
草栽培面積はその作物の性質上、植え付け時期でも耕地の2～3割 りを占める程度に
すぎなかったことは、前掲の『山東省膠済沿線地方農村の一研究』にもPlη指摘
されている。葉煙草農民が食糧を購入したとすれば、それは耕地の特化というより
は、労働力 (葉煙草栽培は極めて労働集約的である)の集中化または、現金収入の
増大によるものと考えられる。

(35)上掲『沿線地方農村の    P92.
(36)、 (37)同上書P95。

(38)、 (39)徐永綬「魯東終市」『申報週刊』鍵聾4期1937隼月11日上海P300。
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